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The Teaching of Washing Method of Chemical 
Glassware
歯学部准教授　遠藤忠利
②高濃度の砂糖水をすすぐ
　50％砂糖水を10倍にうすめると何％の砂糖水になる
かを求める項目を実習に入れている。用いたホールピ
ペットに不完全なすすぎを行ない、翌日まで放置する
とピペット立てがべたべたした状態になる。場合によっ
てはシラップ状に砂糖が付着していることもある。翌
日まで放置して目視で確認できるが、複数のクラスで
同じ器具を用いて実習を行なう現状では行なえなかっ
た。その場で行なうには、洗浄後の留出液をTLC板の
シリカゲル上にチャージし硫酸を吹きかけ、加熱して
焦げるかどうかで判断はできるが学生に行なわせるに
は難しい。
③ホールピペット、ビューレットの洗浄後にpH試験紙
で確認
　現在行なっているような水道水ですすぐだけの洗浄
で、実験で使用した物質（酸、塩基）が落としきれた
かどうかを調べるとき用いられる方法である。酸また
は塩基を使うことが多い器具では万能pH試験紙を用い
各自で確認できる。主に洗い忘れの確認に用いる。
　以上②、③の方法ではガラスの表面の水はじきは除
くことはできない。クレンザーによる洗浄が行なえな
いピペット類、ビューレットは洗剤の浸け置き洗い以
外では表面の水をはじく状態になる。洗剤の浸け置き
図1　クレンザーで洗う前と後の三角フラスコ。洗う前
（左側）は水をはじいて水滴が付着しているが、洗
浄後（右側）は均一になっている。ただし、乾燥さ
せると目で見て区別がつかなくなる。クレンザーを
落としきれないと粉が残る。

